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3月15日までに
昭

和
六

十
年

分
所
得

の

、
所
得

脱
、

町

県
民
税

。
個

人
事
業

税

の
申
告

の

時

期
と

な
り
ま

し

た
。
町
で

は
、

こ

の
申

告

に
つ

い
て

、
み

な
さ

ん
の

便

宜

を
は

か
る

た
め
、
次

の
よ

う
な
‥‥‥

程
で

申
杵

相
談
所

を
役

場

に
開
設

し

ま
す

の
で

、
も

れ
な
く

申
告

を
す

る

よ
う

に

し
て
く

だ
さ

り

会

場
　

役

場

第

一

会

議

室

二

階

ｙ

１

剛
人

川
か
ら

お
へ

り
く
だ
．丶
．？

時

間

午

前

九

時

か

ら

午

後

円

時
　

ま

で

※
申

告

期
限
は
三

月

十
五
日

ま
で

で

す

。

－
必
ず
申

告
看
本

人
が

お
い

で
く
だ

Ｉさ
い

。

○
持

参
す

る
も
の

一
、
送

付
さ

れ
て

い
る
申
告
ａ
″
と
印
鑑

二
、
生

命
保
険

料
、

生
命

北
済

。
建
物

共

済
お
よ

び
火
災

保
険

糾
な

ど
の

払

込
証
明

有

一
气
伏
療

費
支

払
証

叫
必

（
支
払

医
療

費

が
所
俳

金
額

の
瓦
％

ま

た
は
五

万

円
を
超

え
る
方

）

四
、
譲
渡

所
得

の
あ

る
万

は

売
買

喫
約

が

五
、
申
告

者

お
よ
び

家
族

の
方
か

日
雇

、

出

稼
な

ど
を
し
て

い
る
場（

い
は
給

与

証
明
方

六
、
水
朏

、

果
樹
、

養
蚕
な

ど
の

北
済

金

剛
細
古

ｔ
．
大

農
具
な

ど
を
昭

和
六

卜
年

中
に

購
入

さ

れ
た
方

は
そ

の
領
収
Ｕ
‥

（

。
事
業

｛
商

売
な

ど
｝
を

し
て

い
る

方
は

、
総
仕

人
、

売
ｈ

、
経
賢

な

ど
の
帳

簿

（

、
還
付
申

告
を

さ

れ
る
方

は
、
給

与

所
得

の
源
泉

徴
収

票

ｔ
、
収
人
金

諜
脱

方
式

の
対
象

と
な

る

農
産
物

（
ト

マ
ト

、
な

め
こ
、
干

柿

。

い
ち

ご
。
裝

樹
、

に
ら

。
き

？

つ
り
、
し

い

た
け
ｙ

の
収
人

齔

額

の
明

細
み

お
よ

び
証
明

″
″

十一
。そ

の
他

必
要

と
認

め
ら

れ
る
証

明

咨
な

ど
の
書
類

昭 和80 年分　 住 民 税申 告 相談 日 程表

月 �日 �
曜

日 �

巾　;11　 扣　 践　 対　 象･･． 地　 区

���午　町　の　部　落 � 午　 険　の　 部　落

２

月 �12�

水�Ｕ　田　北 �Ｈ　Ⅲ　巾

�13�4ぐ
�1411　　　111･l　　　 峨

�尢　明　寺

�14�金 �山　　 恨 �大　木　戸

�17�月 �硫定巾;l凵 岨渡、営庶業）咬務耆

�18�火 �小坂、人Ⅲ川 �1削H 、板檎

�19�水 �恥11囗l、肌川中 �泉 Ⅲ 下、鳥取

�20�木 �内谷内，内谷火 �山崎北､沌山浦 野､石母川束

�21�金 �石母Ⅲ 表、石母田北、鶉町 �石け日l原、石母Ⅲ西

�24�月 �確定申;り（農裏、人木戸地|り 町

�25�火 �確定巾;り（農業、小坂地【心 町

�26�水 �町家．宮 束．耕谷 �山崎舘、山崎小舘．宮前

�27�木 �源宗山( 朿、西、北J 、人坂 �駅前、錦町

�28�金 �大町l匍、人町北 �夲町、宮町[恫

３

月 �

３ �11�宮町北 �確定巾告(農貪､人木戸地I心 町

�４�火 �確定巾;’?（農業、藤Ⅲ地1り 町

�５�水 �確定巾;‘?（農業．森江野地1衵 町

�６�木 �確定巾;l?（農 宸．森江野、人技地区）町

�７�金 �確定巾西（農業、小坂地I汨　 確定巾告（営窯）町

�10�月 �森江野第 ・ �轟江野第二、第三

�11�火 �森江野第四、第li �森江野第六、第し

�12�水 �森江野第八、第十 �森江野第九．第十 ・

�13�木 �森江骭第十二 �原町．築舘、並柳

�14�金 �中部、北部 �川　　 内

�15�土 �確定巾告一般

☆申 告においでの方は、汲雑し ますの で日時をお守りください．



所　得　税
町県 民 税
個人事業税

申告は
所
得
税
の

確
定
申
告
と
納
税
は

三

月

十

五

日

ま

で

正
し
い
所
得
税
の

確
定
申
告
を

税

金
は

、
国
や

地
方

交
共
団

体

が

活
動
す

る

た
め
の
人

切

な
財
源

で
あ

り
．

ど
う
し

て
も

負
担
し

な
け

れ
ば

な
ら
な

い
社
会

共

通
の
経

費
で

あ
る

と
い
え

ま
す

．

所
得
税

の

確
定
申

告
は

ふ

刪

削

－な

申
告

納
税

制
度

に
な
・．
て

い
ま
す
‘

昨

年

一
年
間

の
所

得
と
脱

額
を

正

確

に
計
算

し
、
ｉ

し

い
申
告

と
納

脱

を

さ
れ

る
よ
・
つ
に
お
願

い
し

ま
す

．

所

得

税
の

確
定

申
告

は

お

早

め

に

昭
和

六
十

年
分

の
所
得

税
の

確
定

申

告
は

、
二
月

十

七
日
か

ら
受

付
か

始

ま

り
ま
す

。
申
告

期

限
は
一
。一
月
卜

五
日
ま

で
で

す
か

、
期

限
間

近
に
な

！

り

ま

す

と

、

大

変

混

雑

し

ま

す

．

で

Ｉき

る

だ

け

お

早

め

に

お

願

い

し

ま

す

．

確
定
申
告
を

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
人

次

の
よ

う
な

人
は

、
所
得

税
の

確

定
申

告
を

し
な
け

れ

ば
な

り
ま
せ

ん

。

一
、
事

業
を

し
て

い
る

」へ
、
不

幼
産

収

人

の
あ

る
人

、
Ｌ

地
や

建
物
を

売

っ
た
人

な

ど
で

、

昭
和

六
十
年

中

の

所
得

金
額

の
合

計
額

か
、
基

礎

控

除

。
配
偶
者

控

除
、
扶

養
控

除

な

ど

の
、
所

得
控

除
の
合

計
額

を

超

え

る
人

二
、
サ

ラ
リ

ー
マ

ン
で

、
給

卜
の
年

収

か
一
千

五
百
万

円

を
超

え
る
人

、

給

与
所

得
や

退
職

所
得

以
外

の
所

得

金
額

の（

口
計
額

か
二

十
万
円

を

超

え

る
）べ
、

二
か

所
以
上

か

ら
給

ａ
ｆ
を
受

け
て

い
る

人

申

告

書

は

自
分
で

書

い
て

み

ま
し

ょ
う

税
務
署
か
ら
、
申
告
書
用
紙
や
、

『
申
告
杏
の
書
き
か
た
』
な
ど
か
送

ら
れ
て
い
る
方
は
、
必
ず
そ
の
申
告

齡
川
紙
で
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
送
ら
れ
て
い
な
い
方
は
、

税
務
署
に
申
告
書
用
紙
や
『
申
告
宙

の
み
き
か
た
』
な
ど
か
用
意
し
て
あ

り
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
・

納
税
は
期
限
内
に

確
定
申
告
に
よ
る
所
得
税
の
納
期

限
は
、
申
告
期
限
と
同
じ
三
月
十
五

日
ま
で
で
す
。
期
限
内

に
納
税
を
済

ま
せ
ま
し
ょ
う
。

な
お
、
一
度
に
納
め
ら
れ
な
い
と

き
は
、
確
定
申
告
で
納
め
る
こ
と
に

な
る
税
額
の
二
分
の
一
以
上
を
、
三

月
十
五
日
ま
で
に
納
め
る
と
、
残
り

の
税
額
は
五
月
三
十
一
日
ま
で
延
納

す
る
こ
と
か
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、

延
納
期
間
中
は
、
延
納
す
る
税
額
に

対
し
、
年
七
・
三
パ
ー
セ
ン
ト
の
利

子
税
が
か
か
り
ま
す
。

振
替

納
税

制

度
の

ご
利
用
を

所
得
税
の
便
利
な
納
税
の
方
法
と

し
て
、
扱
替
納
税
の
制
度
か
あ
り
ま

す
。
こ
の
制
座
を
利
川
す
れ
ば
、
銀

行
な
ど
の
預
金
口
座
か
ら
振
替
に
よ

っ
て
納
税
す
る
こ
と
か
で
き
ま
す
か

ら
、
納
税
の
た
め
の
手
数
か
少
な
く

て
済
み
、
大
変
便
利
で
す
。

１－
に
な
り
ま
す
の
で
ご
利
用
を
お
勧
め

Ｉし
ま
す
。

還
付
申
告
は

お
早
め
に

住
宅
取
得
控
除
、
医
療
費
控
除
な

ど
に
つ
い
て
の
’還
付
申
告
は
。
一
月

か
ら
受
け
付
け
し
て
い
ま
す
。

申
告
は
早
め
に
済
ま
せ
て
く
だ
さ

還
付

金
の

受

領
は

口
座
振
込
み
で

口
座
振
込
み
は
。
銀
行
、
農
協
の

預
金
口
座
へ
直
接
振
込
ま
れ
ま
す
の

で
大
変
便
利
で
す
。
申
告
書
に
銀
行

名
。
預
金
の
種
類
、
口
座
番
号
を
正

確
に
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。



愛
の
献
血
に

百
四
十
二
名

献
血
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

二
月
五
日
協
力
者
　
敬
称
略

《
一

般

協

力

》

井

砂

由

屶

鈴

木

正

孝

佐

藤

光

信

鈴

木
　
　

好

攸

藤

要

藏

佐

藤

利

郎

佐

藤

長
太
郎

荒

川
　

】
　
男

岩

城

達

男

佐

藤

秀
　
一

池
　
川

憲

避

鴎

本

芳
　
一

廣

居

屯

火

佐

藤
　
　

清

吾

妻

幸

こ

菊

地

耻

μ

人

沖

森

治

高

鴣
　
　

功

斎

藤

蜆

雉

隍

藤

和

子

佐

蘓

洋

子

鈴

木

キ
イ
ｒ

佐

藤

川

ｆ

佐
久
川

ツ
ヤ
子

瀬

一
卩

芳

雄

松

浦

秋

男

鈴

木

萸

行

小

林
　
一
　
卍

岩

城

久

人

鈴

木

止
　
川

岩

城

正

義

隍

鵬

叭

占

後

勝

八

伸

後

藤

繁

雄

林
　
　

孝

和

村

Ｌ

健
　
．

小

西

常

夫

商

唱
　
　

力

商

橋

敏

夫

隍

藤

μ
　

．

高

唱

勝

ｌ

ぶ
　
Ｆ

眞

ｉ

菊

地

ナ
　
カ

鈴

木
　
ヨ
　
”／

鈴

木

た

ｆ

擂

沢

ア
サ「
ｒ

佐

藤

イ
　
ッ

斎

４

ア
キ
子

叶

砂
　
ミ
　
チ

瀬

．卩
　
ユ
キ
子

板

橋

セ
　
ツ

鈴

木
　
ミ
　
エ

占
　
田

畚

Ｆ

．

條

片
叉
代

八

鳥

和

子

松

川

ツ
ヤ
子

佐

藤

処
山
杖

安

睹

ト
シ
エ

佐
叺
川

丈

咲

工

ｆ

富

Ｆ

小

野

べ
亟
Ｆ

小

林

ナ
　

カ

瀬
　

．卩
　

と
み
ｆ

遠

藤

か
っ
Ｆ

鈴

木

川

Ｆ

松

浦

か
Ｉ
Ｆ

陥

付
　

ヨ
　

ッ

高

鳩

直

を

巾

川

公

ｆ

川
　

野

ｔ

和

阿

郎

節

ｆ

《
国
見

町
農
協
》

佐

祁

利

廴

．ｋ
　
ｆ
　
　

淳

阿

郎

萸

子

小

野

良

人

佐

藤

福
人
郎

（

国

見

タ

イ

ツ

》

巾

山

カ
ツ
エ

ｔ

沢

カ
ツ
子

太
　
Ⅲ

京

子

八
　
を

モ
ト
子

佐

藤

京

子

阿

部

材

子

近

江

タ
マ
ノ

付

上

汁

子

渡

部

良

ｆ

占

内

ゆ
Ｉり
１

松

川
　
（
　

４

衿

ｔ

叺

ｒ

神

林

里

ｔ

岡
　
田

昭

ｒ

巾

川

き
よ
み

菊

地

カ
ネ
ヨ

占
　
山

ト
キ
Ｆ

付

恥
　
公
　
．卜

松

浦

テ
イ
ｆ

ｉ‐
鬼

わ

さ

び

本

甜

｝

鈴

恥

μ
久
雉

占

山
　
　

隆

斎

藤

山

占

條

ゆ
か
り

圖
　
川

奸
　
ｆ

λ
｀

藤

佃

Ｆ

什

心
　
．

男

武
　
………

義

し

呻
　
川

衵

諸

蔔

池

そ

Ｆ

山
　
囗
　
ヒ
　
デ

付

Ｌ

淳

１

｛

馨

光

》

佐

藤
　
　

宏

川

中

宣

廴

松
　
野

洋

子

後

膝

μ

Ｆ

改

藤
　
。
。笑
１

晦

沢
　
　

雌

遠

藤
　
一
　
人

人

沼

ａ

ｒ

心

藤

徳

’卜

遠

祕

陵

１

｛

略

田

郵

便

局

》

吋

Ｌ

木
　
．

占

内

冊

什

｛

圃

見

ガ

ス

》

鈴

木

広

茂

《
商
工
会
員
》

松

川

惣
　
一

昨
叭
間

正

男

菅
　
野

昭

雄

哈

汪

岬

西

朽

木

好

秋

古

川

と
き
Ｆ

｛

圃

見

町

役

鳩

》

竹
　
野

に叭

朗

渋
　
谷

和

洋

佐
欠
圓
　
　

正

か

池

芳

男

八

鳥

英

雄

後

藤

浩

ｆ

遠

藤
　
八
叭
ｆ

高

唱

爪

ｆ

引

地

山

川

武
　
川

齔

裕

川

分

次

雄

占
　
川

義

勝

渡

辺

ア
ヤ
ｒ

武
　
川

京

ｒ

菊

地

富

’
1
1

ぺ

鳥

知
　ｒ

鵬
心

者
　

一
瓦
同
名

採
血
者
　

一
同
．一
名

身近にある野草・薬草

20

ヤ　ツ　デ

庭
に
も

よ
く

植
え

ら
れ
、
葉

の
形

か

ぐへ
狗
の
川

扇
冫ｙ

く

り
な

の
で
、

卩
収

人

に
は
馴
染

み

の
深

い
植
物
で

す
　

ヨ
ー
ロ

。
パ
に
し

岐

り
、
‥‥‥
陰

樹

と
し
て

育
て

ら
れ
て

い
ま

す
　

照

葉

樹
林

の
ド
生

え
と

し
て
生

え
て

い

ま

す
。
そ

の

た
め
、

扣
１
暗

い
所
で

む

元
飢

に
生
介

し
ま
す

。

外
川

産
の
観
葉

植

物
を
室

内
で
育

て

る
の

む
よ

い
の
で
す

か

、
日
本

に

も

こ
ん

な
す

ば
ら
し

い
観
葉

柚
物

か

あ

る

の
で
す
　

鉢
植

え

に
し
て
、
室

内

に
持

ち

込
ん
だ

ら
よ

い
で
し

１
う

小

鳥
か
実

を
よ
く

食

べ
る
と
み

え

て
碵
え

て
し

い
な

い
の

に
庭
の
あ

ち

こ
ら

に
実
ｔ

が
牙

ば
え

ま
す
、

は
じ

め
は

掌
状
で

な
く

、
三

角
形

に
葉

か

日
｀
え

ま
す
　

葉
の

数

が
三
枚
、

四
收

と
な

る
・
つ
ら
に

、

い
っ
の
闘

に
か
、

掌
状

の
槧

か
出
て

き
ま

す

。
狄

か
ら

冬

に
な

ぺ
て

。
自

い
沱

が
咲
き

ま
す

火

は
熟
す

と
、
以

く
な

り
ま
す

▼
薬
用
部
分
・
効
き
目
▲

リ
ウ
マ
チ
に
、
乾
燥
し
た
葉
を
布

袋
に
詰
め
て
煮
出
し
、
人
浴
直
前
に

浴
槽
に
入
れ
、
ヤ
ツ
デ
風
呂
に
し
ま

す
『

去
痰
に
は
、
忙
燥
し
た
葉
を
煎

服
し
ま
す
。

※
生
の
葉
は
有
毒
な
の
で
口
に
し
な

い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
採
取
時
期
▲

い
つ
で
も
必
要
な
と
き
に
。

▼
見
つ
け
方
▲

庭
に
一
本
植
え
て
お
け
ば
咀
宝
し

ま
ず
。
あ
え
て
植
え
な
く
て
も
、
小

鳥
か
落
と
し
た
糞
か
ら
火
生
が
い
っ

の
ま
に
か
生
え
て
く
る
こ
と
か
多
い

の
で
、
こ
ん
な
の
か
見
つ
か
っ
た
ら

そ

れ
を
青
て
れ
ば
い
い
で
す
。

▼
処
理
の
仕
方
▲

葉
は
水
洗

い
し
て
か
ら
、
厚
ぐ
て

乾
燥
し
に
く

い
の
で
、
細
か
く
刻
ん

で
日
ｆ
し
に
し
ま
す
。

（
身

近
な
薬

草
か

ら
）



ふるさとの文化財

2

3史　跡 藤田 城跡

菊　池　利　雄

藤

田
城

跡
は

文
治

五
年

こ

一

八

九
）

八
月

、
奥
州

合

戦
に

際
し
源
頼

朝
の

宿
営

地

と
な

っ
た
藤

田
宿
の
北

側

。
山
崎

字
北
古

舘

・
南
古

舘
周

辺

】
帯

の
地

に
位
置

す

る
。
源

宗
山

｛
Ｊ
臨

’
｝
と
も
呼

ば
れ

、
伝
え

に
よ

れ

ば
頼

朝
は

こ
の

山
貭

に
本
営

を
搆

夊

阿
津

賀
志

山
に

展
開

さ
れ

た
藤
原
国

衙
軍

を
攻
撃

す

る
、
鎌

倉
軍

の
指
揮

に

あ
た

っ
た
所

と
さ

れ
。
源

氏
の
宗

家
の
よ

っ

た
山

に
、
由

来
す

る
地
名

と

い
わ
れ
て

い
る
。

南

北
朝

期
に

お
け

る
信

遼
地
方

は
。

霊
山

城
を
中

心

に
藤
田

・
川

俣
城
な

ど
、

奥
州
南

朝

家
の
有

力
な

拠
点

と

な

り
た

。

貞

和
三
年

こ

三
四

六
）

八
月
、

北
朝

軍
の

総
大
将

吉
良

貞
家

は
北
朝

軍
を

総
動

員
し
て

、
南

朝
軍

の
こ
れ

ら
拠

点
を
殲

滅
奮

回
す

る
作

戦
を

た

て

た
’

鬼

柳
薩
摩

守

心
べ
四
四
貫
）・
伊

賀
盛

光

ｔ

ｌ

芯

・
国

魂
行
泰

峠

癶

翦

’
に

瀰

本

隆
弘
訟

顋

・

真

壁
政
幹

鮨

翦
・
右

川

親
尢

命

？

等

の
諸
氏

は
、
軍

勢
の

催

促
に
心
じ

て
馳

せ
参

じ
、

畠
山
国

氏
や

仁
木
式

郎

の
手

に
属
し

て
、

八
月

二
十
日

に

は
藤

田
城

周
辺

の
宇

保
沢

一
黯
ｆ
Ｔ

寺

山

ａ

よ

の
地

に
陣
を
構

え
坂

口

を
固

め
た
。
翌

二
十

一
日
北

朝
軍

は

城

下

に
押

し
寄

せ
、

伊
賀

盛
皃
は

西

の

搦
手
【
慴
？

か
ら

出
撃
し

て
き

た

敵

勢
と

戦

い
こ

れ
を
城

内

に
押
し

返

し

た

。
二
十
二

日
盛
光

は
大

手
の
木

一ｒ

口

座

蹟

の
攻
撃

に

転
じ
、
御

大
将

の
御

前

に
て
身
命

を
な

げ
う

っ

つ
て
戦
い
。
若
党
の
右
馬

六
郎
友
光
は
右
腕
に
矢
傷

を
負
う
な
ど
の
奮
戦
を
と

げ
て
い
る
。
一
方
、
国
魂

行
泰
は
「
大
手
の
責

冂
、

壁
際
に
押
し
攻
め
」
戦
功

を
酣
で
た
と
あ
り
飭

″
）

北
朝
軍
の
総
攻
撃
に
藤
田

城
は
落
城
し
た
。
こ
の
時

の
藤
田
城
主
は
明
ら
か
で

な
い
が
、
伊
達
行
朝
あ
る

い
は
一
族
の
有
力
部
将
と

考
え
ら
れ
る
。

藤
田
城
の
観
模
に
つ
い

て
見
れ
ば
、
山
頂
の
郭
は

東
西
一
八
〇
ｍ
、
南
北
一

五
〇
ｍ
、
中
央
部
に
杓
六

Ｏ
ｍ
四
方
の
内
郭
か
存
在
し
た
。
硯

在
郭
の
東
半
分
は
町
営
住
宅
の
敷
地

と
な
っ
て
い
る
。
郭
の
北
側
か
ら
西

側
に
か
け
て
は
空
槻
の
遺
構
か
み
ら

れ
、
西
の
搦
手
口
と
み
ら
れ
る
北
口

の
柵
形
と
。
そ
れ
に
綬
く
西
側
の
上

塁
は
、
ほ
ぼ
完
全
な
形
で
残
さ
れ
て

お
り
、
国
魂
氏
の
驚
戦
し
た
大
手
の

壁
際
な
ど
も
旧
観
を
よ
く
と
ど
め
て

い
る
。

こ
の
城
の
根
古
屋
舘
に
つ
い
て
は
明
ら

か
で
な
い
か
。
観
月
台
に
あ
る
藤
田

古
舘
跡
一
耀

弱

一
と
す
る
説
も
あ
る
。

参
考
文
献

「
国
見
町
史
」
『
福
鳥
県
史
』
「
日

本
城
郭
大
系
」
福
鳥
県

若
人
の
翼
に
参
加
し
て

②

赤

坂

君

夫

飛
行
機
は
タ
イ
ヤ
の
摩
擦
の
音
を

さ
せ
て
二
十
時
間
の
空
の
旅
を
終
え
、

憧
れ
の
地

、ヨ
ー
ロ
ッ
パ
″
に
着
陸

し
た
。
異
郷
の
地
に
立
ち
、
ま
ず
日

に
飛
び
込
ん
で
き
た
の
は
都
市
と
緑

が
糾
和
し
た
中
世
の
風
情
を
今
も
残

す
街
艶
で
あ
っ
た
。
い
た
る
所
に
、

古
い
建
物
が
整
然
と
並
び
、
そ
の
間

を
石
畳
の
道
が
縫
う
よ
う
に
広
が
り
。

歴
史
の
重
圧
を
感
じ
さ
せ
ら
れ
た
。

第
一
の
訪
問
地
西
ベ
ル
リ
ン
は
緑

豊
か
な
美
し
い
街
で
あ
っ
た
か
、「
ベ

ル
リ
ン
の
壁
」
の
前
に
立
ち
、
そ
の

印
象
も
一
変
し
て
し
ま
っ
た
。
こ
の

壁
の
前
に
は
射
殺
さ
れ
た
東
側
か
ら

の
逃
亡
者
の
墓
標
を
見
、
分
裂
さ
れ

た
ド
イ
ツ
民
峡
の
悲
劇
と
東
西
緊
張

関
係
の
厳
し
さ
を
知
る
思

い
で
あ
っ

た
。
四
方
を
海
に
囲
ま
れ
島
国
に
育

っ
た
我
々
に
と
っ
て
、
「
国
境
」
は

始
め
て
の
経
験
で
あ
っ
た
。
東
ド
イ

ツ
に
入
る
検
問
所
で
の
岡
境
警
備
の

兵
士
に
よ
る
一
時
間
に
及

ぶ
厳
し
い

チ

エ
″
ク
に
は
、
い
い
よ
う
の
な
い

緊
張
感
を
覚
え
た
と
同
時
に
、
イ
デ

オ
ロ
ギ
ー
や
国
家
体
制
の
違
い
で
国

が
分
剛
さ
れ
て
い
る
現
実
を
肌
で
感

じ
た
。

ま
た
、
ヒ

ヴ
ト
ラ
ー
の
命
に
よ
り

て
っ
く
ら
れ
た
東
ド
イ
ツ
の
ザ
ク
セ

ン
（

ウ
ゼ
ン
強
制
収
容
所
で
は
。
ヒ

ッ
ト
ラ
ー
政
権
の
手
段
を
選
ば
な
い

ユ
ダ
ヤ
人
、
反
フ
ァ
シ
ス
ト
へ
の
弾

圧
、
拷
問
に
狂
気
と
し
か
い
い
よ
う

の
な
い
思
想
と
戦
争
に
よ
る
悲
劇
を

改
め
て
見
る
思
い
で
あ
っ
た
。
ポ
ツ

ダ
ム
市
郊
外
の
閑
静
な
林
の
中
に
あ

る
ツ
ェ
ツ
ェ
リ
ェ
ン
ホ
ー
ク
宮
殿
を

訪
れ
、
こ
こ
で
一
九
四
五
年
八
月
に

『
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言
』
か
な
さ
れ
、
日

本
の
運
命
を
決
め
ら
れ
た
こ
と
を
思

い
、
感
慨
深
い
も
の
か
あ

り
た
。

こ
う
し
て
。
人
間
の
悲
惨
な
争
い

と
日
本
と
も
関
係
の
深
い
歴
史
に
触

れ
、
戦
後
の
豊
か
な
日
本
に
育
っ
た

私
は
。
平
和
の
尊
さ
、
国
際
理
解
の

必
要
性
を
強
く
感
じ
た
。

でツイド東▲



‐

ト
キ
保
護
募
金
に

あ
な
た
の
ご
協
力
を
｜

ニ
ッ
ボ
ニ
ア

ー
ニ

″
ボ
ン
の
学
名

を
持
ち
岡
際
保
護
鳥
で
も
あ
る
ト
キ

は
、
か
つ
て
口
本
中
ど
こ
で
む
ご
く

普
通
に
見
ら
れ
ま
し
た
か
、
明
治
以

降
乱
獲
や
生
息
瓜
境
の
悪
化
に
よ
り

激
減
し
ま
し
た
．

現
在
は
佐
渡
の
ト
キ
保
護
セ
ン
タ

ー
に
飼
育
下
の
三
羽
が
生
存
し
て
い

る
に
す
ぎ
ず
、
世
界
中
で
も

た
っ
た

二
十
四
羽
の
生
息

が
確
認
さ
れ
て
い

る
だ
け
で
す
．
ま
さ
に
絶
滅
の
危
槻

に
直
面
し
て

い
ま
す
．

こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、
昨

年
六
月
に
東
京
で
開
か
れ
た
日
中
野

生
鳥
獣
保
護
会
議
に
お
い
て
、
ト
キ

を
絶
滅
か
ら
救
う
た
め
、
日
中
共
同

で
日
本
に
お
け
る
人
工
増
殖
と
．
中

岡
に
お
け
る
自
然
繁
殖
を
推
進
し
て

い
く
こ
と
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
．

野
生
鳥
獣
保
綬
団
体
連
絡
協
議
会

で

は

、
中
国

の
野

生
の
・
’・
キ
保
護

を

日

的

に
、
生

息
地

に
お
け

る
生
息

環

境
や
施

設
の
整

備

・
運
営

、
専
門

家

に
よ

る
研
究

活
動

な
ど

に
協
力
す

る

た
め

、
募
金

活
動

を
行

二

ヽ
い
ま

す

。

全
地

球
の

財
産
で

も
あ

る
ト
キ

を

救

う

た

め
、
み
な

さ
ん

の
ご
協
力

を

お
願

い

い
た
し
ま
す

。

《
募

金
目

標
額
》

五
、
〇
〇
〇
万
円
二

日
肖
た
り
の

鐸
金
金
額
は
定
め
て
は
い
ま
せ
ん
）

《
募

金
期

間
》

昭
和
六
十
年
六
月
五
口
か
ら

昭
和
六
１
｛

年
六
月
三
十
日
ま
で

《
募
金

先
口

座
》

加
人
者
名
　
野
生
鳥
獣
保
護
団
体

連
絡
協
議
会

富
士
銀
行
渋
谷
支
店

普
通
一
八
四
九
五
八
五

郵
便
振
替

東
京
紅
１
网
八
八
瓦
四

《
問
い
合

わ
せ

》

野
生
鳥

獣
保
護

団
体

辿
絡
協

議
会

事

務
局
　

Ｓ

９

．‐
四
〇
六
―
七
九
″
Ｏ

高
等
学
校
の

通
信
教
育
で

勉
強
し
ま
せ
ん
か

た
だ
い
ま
県
立
福
鳥
中
央
商
校
通

信
制
課
程
で
、
昭
和
人
十
一
年
度
の

入
学
生
を
募
集
中
で
す
。

高
等
学
校
の
卒
業
資
格
を
取
得
し

た
い
方
、
一
般
教
養
を
高
め
た
い
方

な
ど
、
年
齢
に
か
か
わ
ら
ず
筆
記
試

験
が
な
く
入
学
で
き
ま
す
．
学
習
は

家
庭
で
敦
科
書
・
学
習
＆
（
と
も
に

無
俄
袷
与
）
を
読
み
レ
ポ
ー
ト
を
作

成
し
て
学
校
に
送
る
ほ
か
、
月
二
回

陞
度
日
曜
日
に
而
接
授
業
（
ス
ク
ー

リ
ン
グ
》
を
受
け
る
も
の
で
す
．

人
学
希
望
の
方
は
、
郵
便
切
手
百

二
十
円
を
同
封
し
て
左
記
に
願
舁
な

ど
を
ご
請
求
く
だ
さ
い
．

な
お
、
聴
講
生
の
募
集
も
行
コ

ヽ

お
り
、
職
業
上
の
必
要
や
教
養
を
商

め
る
目
的
で
一
郎
の
教
科
・
科
目
に

つ
い
て
聴
講
を
希
望
す
る
方
は
．
学

歴
や
年
齢
に
関
係
な
く
聴
講
で
き
ま

す
．

記

一
、
募

集
定

艮

・
普
通
科
　
四
百
名

二
、
出
願
資
格

・
中
乍
卒
業
者
ま
た
は
同
節
以
Ｌ

の

乍
力
か
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
者

三
、出
願
期
間

・
昭

和
六

十

一
年

二
月

十
四

口
‥
か
・ｈ

四

月

十
五
日

ま
で

。

四

、
出
願

書
類

・
人
学
噸
澂一
（
所
定
用
紙
）

・
人
学
の
動
機
に
つ
い
て
の
作
文

（
所
定
用
紙
）

・
出
身
学
校
か
ら
の
調
査
書

・
写
夷
四
枚
（
縦
四

９

横
三
『

う
ち
一
枚
は
願
書
に
貼
付
す
る
』

・
返
信
用
切
手
三
百
五
十
円

五

、
選

抜
方
法

提
川
書
類
を
資
料
と
し
て
判
定
し
、

人
学
献
験
は
行
わ
な
い
。

六
、
出
願
お
よ
び
問
い
合
わ
せ
先

〒

九

六

〇
　

福

鳥

市

渡

利

字

七

杜

宮

一

七
　

福

島

県

立

福

島

中

央

商

節

学

校

通

信

制

課

程

！

・
。。一一
四
七
き

い
じ
め
は
人
権
侵
害

「
い
じ

め

相

談
電

話
」

設
置

「

い
じ

め
」
は

主
と
し

て
、

教
育

現
場

で
起

き
て

お
り
、
学

校
教

育
と

深
ぐ

か
か

わ
る
問

閣
で
あ

り
、

学
校
・

教
育

機
関

で
こ
の

問
題

に
真
剣

に
取

り
組

ん
で

お
り

ま
す

が
、
こ

の
問

題

は
教

育
問
題

に

と
ど
ま

ら
ず
人

嗜

問

凹

で

も
あ

り
ま

す
。

『

い
じ

め
』

は
そ
の

手
段

と
し
て

、

殴

る
、
蹴

る
な

ど
の
暴

力
や
霧

葉
で

の

脅
し

、

い
や

か
ら
せ

、
仲
間

は
ず

し
、
無
視
、
持
ち
物
を
隠
す
な
ど
有

形
・
無
形
の
方
法
が
と
ら
れ
。
そ
の

方
法
や
理
由
の
い
か
ん
に
か
か
わ
ら

ず
、
い
じ
め
ら
れ
る
子
供
の
人
権
を

侵
害
す
る
行
為
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
『
い
じ
め
』
で
悩
ん

で

い
る
方
は
、
近
ぐ
の
人
権
擁
護
委

貝
か
左
紀
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

「
い
じ
め
相
談
竃
話
」

三
四
一

一
一
一
一
内
線
二
七
二

襠
鳥
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
諜

標
準
価
格
米
等
の

小
売
販
売
指
導
価
格

に
つ
い
て

（
Ｍ

米
ト
キ
ロ
グ
ラ
ム
包
装
込
価
格

）

徳

用

上

米

標

小

価
格
米

種

類

ご一
、
四
0

円

以
内

コ
ベ
九
二
〇
円

以
内

小
売
指
導
価
格

右
に
同
じ

昭
和
六
十
一
年

二
月
一
日
以
鋒

遇
用
期
間

怖いのは

｢消したつもり｣と

『消え たはず』

春の全国火災予防運動

2月28日～3月13日



善

意

の

窓

町
社
会
福
祉
協
議
会
に

◆
石
塚
防
ｌ
さ
ん
（
人
町
北
）
か
ら

二
万
川
－

故
防
義
さ
ん
の
ご
心
志

◆
奥
山
咄
犬
さ
人
（
宮
町
北

）
か
’い

五
万
円
―
故
サ
ダ
さ
ん
の
ご
洫
心

県
北
中
学
校
に

◆
奥
山
陷
夫
气
え

（
宮
町
北
）
か
八

幵
力
円
－

故
サ
ダ
さ
ん
の

ご
遊
し

◆
飯
坂
ロ
ー
タ
リ
ー
？

フ
ブ
か
八

図
お
参
（
．．．万
川
川
当
）

藤
田
小
学
校
に

◆
叭
、山
川
廴
さ
ん
（
宮
町
北
）
か
ら

二
り
円
－

故
サ
ダ
ペ
え

の
ご
心
志

藤
田
保
育
所
に

◆
奥

山
晞
廴

さ

人
｛
宮

町
北
｝

か
・
り

で
り
円

―
故
サ

グ
に丶
・
ん
の

ご
心
心

藤
田
幼
稚
園
に

◆
奥
山
暘
廴
さ
人
（
宣
‥
町
北
）
か
ら

．
り
川
－

破
叶
ダ
さ
人
の
ご
遺
心

お
詫
び
と
訂
正

咒

り

り

口

籍

の

窓

川

の

出

生

お

め

で

と

う

ご
ｙ
・

い
１

む

襴

中

．

’！

の

々
ｎ

硲

川

は

硲

剛

、

渉

は

歩

の

ぷ

り

で

し

た
　

お

詫

．り

し

て

Ｊ

ｄ

し

ま

卞

雪道に備えて

未然に防ごう事故やトラブル

●雪道では早めに

タイヤチェーンを

つけよう。

戸籍の窓口
(1月受付分）

出生おめでとうございます

子 の 名 保 ，囑 者　 部 落
駿　！し ゅ んj佐藤　 毒人　石毋Ⅲ東

和　彦{かずひこj松浦　勝占　 石母 HI西

美　 穂1み　　:ま}佐久｢圃JE111｣第1 一一一

囑　al】{ね い か11を蕕　 一也　ll　 野

件　A11f い た川 林ヽ 档 ・ 嵋　 町

隆　 浩{たかひろ|松浦　次雄　第　　 モ

真　希|ま　　きｌ今野　正美　板　 嬌

晢　也1で つ や日 田　真上　板　 嬌

ご結婚おめでとうござい ます

氏　　 名　　　　　 部　落

鳥　野　幹　讃　　　　. ｑ　 取

破　野　靜　汪　　　　 ，fS　収

,Qi　l禽　・　1!1　　　　 鳥　 城

否　II』 利　i'.1:　　　　桑 折11

鈴　 夲　|】ﾐ　文　　　　 原　 町

槊　llj　l睦　f･　　　　 崎 Ｅ 県

おくやみ申し 上げます

氏　　 名　　　年船　　 郎　落
人　沼　きくよ　　80　　 ｕ　　Ⅲ

遠 藤　ト　 イ　　83　　 光 川 寺
須　川　兼　造　　71　　 ・r　　呶

小　林　サ　 タ　　85　　 瞭　 町

我　妻　　 守　　60　　 滝　 山

石 塚 鴨　 義　　65　　 大 町 北

谷　潭　豊之地　　86　　 上　 野

付　 ｈ　ス　 ミ　　48　　 持べ工 北

安 座 サ　ヨ　　66　　 山 崎 北

Mﾐ　葆　 シ　ヨ　　84　　 石母川内

朽　木 寛　 川　　81　　 前　 Ⅲ

奥 山 サ　 ダ　　85　　 宮 町 北

人 口 と 世 帯

２月１日現在(前月比)１月中のうごき

人
　
　

口

男5.809 人（十Ｄ

女6.226 人（－３夕

計 12.035人ｰ  2 )

世帯数2.876 戸（±Ｏｊ

転 入　18人

転 出　16人

出　生　８人

死 亡　12人

心配ごと相談日
場 所：役場‘.隋扣､ほ家･ ●鯛Å1･Ｓりり､･･Qi･j

時間： ９畤ヽ1  雀

こまｰ､ たことや。相鷁ご とがありまｔ たら、

お気軽にご棚μ ド さい。秘･ｉ は絶対1ご守･J ます｡

脯1跂口〕

２ 月2511 （ 火）樋||　 淌二・朝 内　 り で

３ 月5 11 （水 ）曳地 一河作 ・ 村 レ ヽ･･フョ

３ 月1511 CI土)  佐 久間　 唯・渋 谷 愛 了

２月　如月（きさらぎ）

19 口 （水 ）雨　 水

23  日 (日 ）おれたちの祭り（公民館 で）

25日 （火 ）満　 月

28日 （金） 火 災予防運 動

３ 月　弥生 （やよい）

１日（土）全国緑 化連助

６日（木）啓　 蟄

７日（企卜 肖防記念日

８日（土）国際婦人デー



公
民
館
だ
よ
り

国見町公民館

08 5  ー2 6 7

（有）４156

成

人

式

百
七
十
一
名
が
大
人
の
仲
問
入
り

成
人
の
日
の
一
月
十
五
日
、
町
公

民
館
で

’成
人
式
」
か
什
わ
れ
、
μ

七
十
一
名
か
新
た
に
人
人
の
仲
間
人

り
を
し
ま
し
た
．

式
は
午
前
十
時
か
ら
行
わ
れ
．
菊

地
町
長
か
ら
「
立
派
な
人
格
を
養
い
、

隣
人
の
た
め
、
杜
会
の
た
め
に
役
た

っ
て
く
だ
さ
い
」
と
励
ま
し
の
こ
と

ば
が
あ
り
、
成
人
代
表
の
紺
野
伸
也

さ
ん
（
藤
朋
）
に
証
耆
か
授
与
さ
れ
、

同
じ
く
大
沖
修
子
さ
ん
（
森
汪
野
）

に
記
念
品
か
噌
ら
れ
ま
し
た
．

ま
た
、
家
賓
を
代
表
し
て
、
賀
藤

町
議
会
議
長
か
ら
祝
辞
が
あ
り
、
最

後
に
成
人
者
を
代
表
し
て
松
川
ｔ
ｆ

き
ん
（
大
木
．尸
）
か
「
吐
会
人
と
し

て
の
責
任
を
よ
く
自
覚
し
、
Ｌへ
咯
の

向
上
に
努
め
．
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
で

蛟
袴
を
尽
く
し
ま
す
．」
と
答
辞
か
あ

り
ま
し
た
．

会
場
は
．
振
り
袖
姿
か
日
を
引
き
、

厳
粛
な
式
典
の
な
か
に
も
華
や
か
な

成
人
式
と
な
り
ま
し
た
．．

▲代表で答辞を読む松田傘子さん

▲172名が疇 れて大人の仲間入り

高
齢
者
教
室
で

「

寿

祝

い

」

去
る

一
月
ニ

ー

円
日
｛

金
｝

に
附

和

八
十
年

度

の
高
齢

者
敦

室
４

呪

い

か

行
わ

れ
ま
し

た

今
年

度
の
み

杖

い
該
町
者

は
μ

４

の
み

が

二
亅

七
名

〒
 
ｺ

の
力

か
Ｉ

．
名

で
し

た

。
米
毒

該
町

の
万

は

あ

り
ま

せ

ん
で
し

た

。

当

日
は

、
午

前

九
時
か

ら
学
習

と

し
て

桑
折

町
浄
ｈ

宗
人

安
寺

の
住

職

杳
絢

良

橄
先
生

を
講

師
に
迎

え

。『
生

活
と

宗
教
一

と

い
う
テ

ー
マ

で
鱗

義

を
受
け

。
人
生

い
か

に
過

ご
す

べ
き

か
と

い
う

こ
と
で

介
意

義
な

勉
強

を

い
た

し
ま
し

た

。

次

い
で
寿

祝

い
行
参

に
入

り
、
菊

地
町

長
、
賀

藤
蹴
艮

か

ら

ご
睨

辞
を

い

た
だ
き

、
そ
の

後

学
級

委
員

妊
藤

川
勝

術
さ

ん
か

ら
、
″`
‥
毒
代
衣

者

竹

拜
富
藏

き
ん

へ

。
占

希
代
表
者

近

野

昇

治

さ
ん

に
賀
詞

と
記

念
品

が
授
与

さ
れ
ま

し

た
。

次

に
μ

力

、
占

希
の

方
を
代

表
し

て

位
商

貞
二

郎
さ

ん
か

謝
辞

を
述

べ

そ

の

後
藤
踊
会

の
み

な

き
ん
方

に
よ

る
寿
三

裔
そ

う
を
始

め
と
す

る
日
本

舞
踊
を

鑑
賞

し
睨

宴

に
入
り
ま

し

た
。

そ

の
後
、

学
級

生
の

方
々

に
よ
る

レ
ク
リ

ェ

ー

ジ
Ｊ
ン
に

入
り
、

午

後

一
時
や

楽
し

い
寿
猊

い
を
終
ｒ

い
た

し

ま
し

た

。

▲今年、古希･ 喜寿を迎えられたみなさん

公
民
館
運
営
審
議

委
員
会
を
開
催

二
月
八
日
午
後
｛

時
三
亅
分
か
ら

公
民
館
巡
営
委
貝
会
か
開
催
さ
れ
ま

し
た昭

和
ベ
ト
年
度
の
実
施
状
況
報
告

の
ゐ
と
、
昭
和
六
十
一
年
度
の
教
青

委
ほ
会
岷
点
施
策
（
案
）
に
つ
い
て

説
明
か
あ
り
ま
し
た
。

つ
づ
い
て
昭
和
六
十
一
年
度
の
公

民
館
事
業
の
施
策
に
つ
い
て
、
意
見

等
を
拝
聴
い
た
し
ま
し
た
。。

各
委
員
よ
り
意
見
、
要
望
か
だ
さ

れ
ま
し
た
の
で
、
六
ト

ー
年
度
の
事

業
叶
両
に
取
組
ん
で
参
り
た
い
と
思

い
ま
す
。

親
子
ス
キ
ー
教
室
で

楽
し
い
一
日

一
月
ト
ニ
Ｈ
、
町
公
民
館
で
は
、

二
本
松
市
の
塩
沢
ス
キ
ー
場
で
、
小

学
生
六
十
三
名
、
観
十
一
名
の
計
七

卜
四
名
の
参
加
者
で
観
子
ス
キ
ー
教

室
を
開
催
し
ま
し
た
。

当
日
は
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
午
前

中
は
グ
ル
ー
プ
ご
と
の
練
習
を
し
、

初
め
て
ス
キ
ー
を
は
い
た
人
や
、
歩

く
の
か
や
・
と
の
人
も
。
体
育
指
導

委
員
や
サ
ー
ク
ル
ぼ
け
っ
と
な
ど
の

指
導
で
、
汗
だ
く
だ
く
に
な
り
な
が

ら
練
刊
に
励
ん
で
い
ま
し
た
。

午
後
は
。
自
分
た
ち
で
ど
う
に
か

す

ぺ
れ
る
よ
う
に
な
り
。
思

い
思
い

に
ス
キ
ー
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

Ａ体育指導委輿の指導を受けながら



楽
し
か
っ
た

ス
キ
ー
教
室

小坂小　６年

山田　 直美

「
キ
ャ
ー
　
こ
、
こ
ろ
ぶ
″
こ

と

大
声
を
出
し
て
固

い
雪
の
上
を
良
い

ス
キ
ー
を
は
い
て
、
今
に
も
転
び
そ

う
な
か
っ
こ
う
で
す
べ
っ
た
ス
キ
ー

教
室
。
疲
れ
ま
し
た
が
、
と
て
も
楽

し
か
っ
た
で
す
。

私
は
ス
キ
ー
を
す
る
の
は
こ
れ
で

二
回
目
で
す
が
、
ほ
と
ん
ど
だ
め
な

の
で
初
め
て
の
人
た
ち
の
グ
ル
ー
プ

に
入
っ
て
練
習
し
ま
し
た
。
初
め
に

ス
キ
ー
ぐ
つ
を
は

い
て
ス
キ
ー
板
を

つ
け
る
時
、
私
は
な
ん
と
か
入
り
ま

し
た
が
、
友
だ
ち
は
ど
う
し
て
も
入

ら
な
く
て
、
と
て
も
苦
労
し
ま
し
た
。

そ
れ
は
く
つ
の
雌
に
雷
が
く
っ
い
て

し
ま
っ
た
か
ら
で
、
ス
ト
ッ
ク
の
光

で
雷
を
と
る
と
、
カ
チ
ッ
と
い
う
抒

を
立
て
て
、
く
つ
が
ス
キ
ー
板
に
は

ま
り
ま
し
た
。

歩
き
方
、
転
び
方
を
練
習
し
、
’い

よ
い
よ
す
べ
り
ま
す
。
次
は
私
の
番

だ
と
い
う
時
は
顏
が
ひ
き
つ
っ
て
い

く
よ
う
に
感
じ
ま
し
た
。
あ
ま
り
に

も
緊
張
し
て
、
木
の
よ
う
に
固
く
な

つ
て
す
べ
っ
て

い
き
ま
し
た
。
そ
ん

な
ふ
う
に
す
べ
り
な
が
ら
も
、
教
え

ら
れ
た
と
お
り
足
を
（

の
字
形
に
閧

い
て

い
く
と
、
ス
ー
ｙ
と
止
ま
り
ま

し
た
。
一
度
成
功
す
る
と
、
う
れ
し

く
な
っ
て
？

く
も
う

Ｉ
慶
す
べ
り
た

い
と
思
い
。
一
生
懸
命
歩
い
て
い
き

ま
し
た
。
で
も
、
歩
く
と
い
っ
た
っ

て
、
横
少
き
で
す
か
ら
な
か
な
か
逮

ま
な
く
て
、
い
や
に
な
っ
て
し
ま
っ

た
時
も
あ
り
ま
し
た
。

で
も
、
す
べ
っ
て

い
る
途
中
は
、

峨
が
顏
に
当
た
っ
て
と
て
し
気
持
ち

が
よ
か
っ
た
で
す
。
何
川
も
す
ぺ
る

う
ち
に
た
く
さ
ん
転
び
ま
し
た
が
、

転
ぶ
の
も
楽
し

い
思

い
出
に
な
り
ま

し
た
。

こ
れ
か
ら
も
ス
キ
ー
を
や
る
こ
と

は
何
度
か
あ
る
と
思
う
の
で
、
こ
の

ス
キ
ー
教
室
で
覚
え
た
こ
と
を
恕
い

出
し
て
す
べ
ろ
う
と
思

い
ま
す
。

▲どうです、うまいでしょう

国
見
民
話
の
会

発
　
足

ふ
る
さ
と
に
う
ず
も
れ
た
民
話
を

掘
り
起
こ
し
、
後
世
に
伝
え
よ
う
と

ポ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ー
タ
ル
の
打
ち
合

わ
せ
会
が
二
月
ご
。日
午
後
行
わ
れ
、

国
兇
民
話
の
会
が
発
足
い
た
し
ま
し

た
。さ

っ
そ
く
川
か
れ
た
設
立
総
会
で

は
会
則
決
定
後
、
今
後
の
活
動
の
方

針
を
協
議
し
。
当
面
の
目
標
を
「
国

兄
の
民
話
」
第
二
集
発
刊
を
日
指
す

こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。

国
見
民
話
の
会
で
は
協
力
者
を
邨

っ
て
お
り
、
入
会
希
敏
者
は
国
兇
町

公
民
館
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▲活発な意見奄交槽

あ
つ
か
し
俳
句
会

雷
を
掘
り
七
草
薺
を
探
し
け
り
　
　
　
　
　
　
　
　

奥
山
　
甲
二

豊
さ
も
子
ら
が
避
べ
る
密
柑
蹴
り
　
　
　
　
　
　
　

熊
田
　
一
陽

地
吹
雪
の
眠
れ
ぬ
夜
や
破
れ
雨
戸
　
　
　
　
　
　
　

藤
田
　

勝
鵆

匯
の
隅
に
余
生
恵
ま
れ
初
手
水
　
　
　
　
　
　
　
　

奥
山
　
雨
田

天
地
の
恵
み
に
八
や
の
曙
蘇
陽
ふ
　
　
　
　
　
　
　

佐
久
間
山
月

一
茶
忌
を
修
し
て
し
み
じ
み
貧
の
道
　
　
　
　
　
　

須
田
　
泰
山

葉
牡
丹
の
一
抹
ご
と
の
顏
を
選
る
　
　
　
　
　
　
　

萩
原

吐
絹

明
日
の
米
研
げ
ば
冷
た
き
寒
の
水
　
　
　
　
　
　
　

小
野
寺
蔦
水

一
年
を
無
串
に
送
り
で
屠
蘇
祝
ふ
　
　
　
　
　
　
　

阿
部
し
げ
を

初
Ｈ
の
出
い
つ
も
に
変
る
こ
と
な
き
も
　
　
　
　
　

阿
部

亭
司

去
年
の
Ｈ
背
に
し
て
拝
む
初
日
か
な
　
　
　
　
　
　

高
橋

涌
水

老
の
身
に
無
欲
の
欲
の
初
観
音
　
　
　
　
　
　
　
　

佐
藤

国
諷

朝
日
享
け
雷
の
吾
妻
家
鮮
や
か
に
　
　
　
　
　
　
　

秦

栄
太
郎

神
々
し
月
冴
え
渡
る
宮
居
か
な
　
　
　
　
　
　
　
　

吉
田

英
夫

焦
人
な
る
駅
舎
小
さ
く
枇
把
の
花
　
　
　
　
　
　
　

角
田

昭
子

風
花
の
女
人
夫
の
背
に
も
舞
ふ
　
　
　
　
　
　
　
　

羽
賀

え
い

試
歩
の
足
伸
ば
し
家
路
へ
凍
て
る
道
　
　
　
　
　
　

高
橋

仙
子

恙
な
く
七
人
家
族
七
日
粥
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

赤
間
は
る
子

久
方
を
病
め
ば
待
て
ず
に
寒
陦
　
　
　
　
　
　
　
　

熊
田

高
枝

路
地
て
ら
す
月
光
あ
び
て
寒
嘯
　
　
　
　
　
　
　
　

鈴
木
さ
ち
子

句
の
友
に
祝
句
賜
わ
り
喜
寿
の
春
　
　
　
　
　
　
　

原
田

和
喜

山
茶
花
の
蕾
ひ
ら
か
ず
柊
り
け
り
　
　
　
　
　
　
　

熊
坂
　
き
よ

く
っ
き
り
と
夫
の
楼
上
初
旦
　
　
　
　
　
　
　
　
　

佐
藷

洋
子

友
來
た
る
窓
に
風
花
笑
む
如
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
村
か
つ
技

寒
の
人
日
が
な
黙
し
て
老
二
人
　
　
　
　
　
　
　
　

八
巻
マ
ツ
エ

診
来
を
隨
つ
身
に
や
さ
し
シ
ク
ラ
メ
ン
　
　
　
　
　

高
村
　
ミ
ヨ



冬
の
集
い
で

モ
チ
つ
き

晴
天
に
恵
ま
れ
た
一
月
三
十
日
、

小
坂
小
学
校
で
は
収
穫
祭
を
兼
ね
た

１
ゐ

つ
ど
い
”
か
闘
か
れ
、
百
四

十
三
名
。の
全
校
生
徒
が
モ
チ
つ
き
を

楽
し
み
ま
し
た
。

勤
労
体
験
的
学
習
の
一
環
と
し
て
、

昨
年
十
一
月
に
収
穫
し
た
米
を
用
い

た
「
モ
チ
つ
き
集
会
」
を
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
収
穫
の
喜
び
、
集
会
の

楽
し
さ
を
味
わ
っ
て
も
ら
い
、
ま
た
。

自
分
た
ち
で
苦
労
し
て
作
る
こ
と
の

大
切
さ
を
感
じ
と
ら
せ
、
「
た
く
ま

し

い
子
ど
も
」
に
近
づ
け
る
た
め
、

毎
年
行
っ
て
い
る
も
の
で
す
。

当
日
は
、
午
後
一
時
三
十
分
か
ら

一
年
生
か
ら
六
年
生
ま
で
か
交
っ
た

六
班
で
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
お
父
さ
ん
お
母

さ
ん
に
手
伝
っ
て
も
ら
い
な
が
ら
、

か
わ
る
が
わ
る
元
気
に
モ
チ
を
つ
い

て
い
ま
し
た
。

つ
き
あ
げ
た
モ
チ
は
約
三
十
キ
ロ

で
、
さ
っ
そ
く
雑
煮
モ
チ
や
き
な
こ

モ
チ
に
し
て
舌
つ
づ
み
を
打
っ
て
い

ま
し
た
。

こ
の
あ
と
ジ
ャ
ン
ケ
ン
グ
ー
ム
な

ど
を
し
て
、
低
学
年
も
高
学
年
も
一

緒
に
な
っ
て
楽
し

い
ひ
と
と
き
を
過

ご
し
ま
し
た
。

ト
ッ
プ
ス
タ
ー
号

全
国
で
堂
々
三
位

福
島
北
部
竸
翔
連
合
会
の
副
会
長

を
し
て
い
る
古
内
清
行
さ
ん
（
宮
町

北
　
四
十
五
歳
）
の
飼
育
し
て
い
る

鳩
ト
ッ
プ
ス
タ
ー
号
（
オ
ス
三
歳
）

か
、
こ
の
ほ
ど
行
わ
れ
た
第
三
十
九

回
全
国
レ
ー
ス
鳩
品
評
会
成
鳩
中
距

離
ク
ラ
ス
の
部
に
出
場
し
、
堂
々
三

庸
に
入
選
し
、
メ
ダ
ル
、
賞
状
、
金

一
封
を
手
に
し
ま
し
た
．

ト
ッ
プ
ス
タ
ー
号
は
、
先
に
行
わ

れ
た
東
北
南
部
地
区
品
評
会
で
も
三

席
に
入
選
し
て

い
ま
す
．
ま
た
、
ト

ッ
プ
ス
タ
ー
兮
の
母
鳩
の
プ
リ
マ
ド

ン
ナ
号
も
、
こ
の
東
北
南
都
地
区
品

評
会
で
優
勝
し
た
経
験
か
あ
り
ま
す
．

全
国
レ
ー
ス
嚊
品
評
会
に
は
、
全

岡
の
（

ト
マ
ニ
ア
の
人
が
飼
育
し
て

い
る
自
慢
の
（

卜
が
出
場
し
．
姿
、

体
形
な
ど
を
競
い
あ
い
ま
し
た
．
古

内
さ
ん
の
日
頃
（

卜
に
対
す
る
愛
情

か
爽
り
、
今
回
の
入
選
と
な
っ
た
も

の
で
す
．

古
内
さ
ん
の
愛
鳩
の
中
に
は
、
そ

の
ほ
か
に
、
昨
年
五
月
に
行
わ
れ
た

福
鳥
北
部
竸
翔
連
合
会
主
催
の
西
鹿

児
鳥
グ
ラ
ン
ド
ナ
シ
３
ナ
ル
レ
ー
ス

（
千
二
百
キ
ロ
）
に
優
勝
し
た
グ
ラ

ン
ド
ボ
ー
イ
号
も
お
り
．
愛
鳩
家
た

ち
の
話
題
と
な
っ
て
い
ま
す
．

現
在
、
七
十
羽
あ
ま
り
の
（

卜
を

飼
育
し
、
常
日
頃
、
鳩
舎
の
掃
除
に

余
念
の
な
い
古
内
さ
ん
で
す
か
、
こ

の
た
び
の
入
賞
で
二
重
三
重
の
喜
び

を
家
族
と
も
ど
も
わ
か
ち
あ
っ
て
い

ま
す
．

▲堂 Ξ々庶に入貫したトップスター号

▲|,加Oキロレースで優勝したグランドボーイ号Ａメダル．貫状を手に富ぶ古内済斤さん

編

集

日

記

○
こ
よ
み
の
う
え
で
は
『
立
春
』
を

過
ぎ
た
と
い
う
の
に
、
朝
。
晩
の
冷

え
こ
み
は
、
ま
だ
ま
だ
厳
し
い
日
か

続
き
ま
す
。
先
日
、
眷
を
求
め
、
海

づ
り
に
出
か
け
て
み
ま
し
た
。
雪
は

な
い
も
の
の
。
吠
く
風
は
冷
た
く
。

春
ま
だ
遠
し
の
感
が
あ
り
ま
し
た
。

○
釣
果
は
、
カ
レ
イ

ー
匹

だ
け
と
い

ま
い
ち
で
し
た
が
、
三
十
ｍ
の
大
物

で
、
十
分
楽
し
む
こ
と
か
で
き
ま
し

た
。
釣
り
を
す
る
の
は
、
物
好
き
な

私
ぐ
ら
い
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
ま
し

た
か
、
な
か
な
か
ど
う
し
て

、
十
敷

名
の
釣
り
マ
ニ
ア
か
釣
り
糸
を
た
れ

て
い
ま
し
た
。

○
今
年
は
例
年
に
な
く
零
が
少
な
い

よ
う
で
す
か
、
六
年
前
の
二
月
に
は

泉
田
新
田
地
区
で

Ｉ
メ
ー
ト
ル
ニ
○

セ
ン
チ
、
最
低
積
曾
の
川
内
で
さ
え

三
〇
セ
ン
チ
も
曾
が
積
り
た
と
の
記

録
か
残
っ
て
い
ま
し
た
。
今
年
は
、

大
雪
か
降
る
こ
と
も
な
く
、
春
が
來

て
ほ
し
い
も
の
で
す
ね
。

○
二
月
十
二
日
、
正
午
に
グ
ラ
ッ
と

き
た
時
は
、
思
わ
ず
宮
城
県
沖
地
震

の
こ
と
が
頸
を
よ
ぎ
り
ま
し
た
。
早

や
八
年
が
た
っ
て
い
ま
す
か

”
災
害

は
忘
れ
た
時
に
や
っ
て
く
る
”
の
こ

と
わ
ぎ
も
あ
り
ま
す
の
で
、
日
頃
の

用
心
が
必
要
だ
と
思
い
ま
し
た
・

皆

さ
ん
も
、
非
常
時
の
用
意
を
忘
れ
ず

に
ｕ
‥
　
　
　
　
　
　
　
　
　

Ｓ

・
繙
集

国
見
町
企
画
陳

福
鳥
県
伊
達
郡
国
見
町
大
字
藤
田
事
一
丁
田
二
２
の
Ｉ

・
九
六
九
一

一
七
　

ａ
（
○
二
四
五
）
八
五
一
二
一
一
一
（
代
表
）
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